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グローバル人材育成特別コースでは、学部での専門教育をベースに、
海外体験を組み込んだ特色ある独自のプログラムにより、
グローバル社会のリーダーとして実践的に活躍できる人材を育成しています。

グローバルリーダーに必要な
５つの能力を育成　

専門性
固有分野に

おける
　高度な専門知識

洞察力
グローバルな
社会変動の

実態を洞察する力

会話力
高度な外国語力と

　　コミュニケーション力

精神力
グローバルな

社会を牽引する気概

教養
地域文化・日本文化
に対する深い理解と
アイデンティティ



入学から修了まで

かがやく先輩の声

学部に所属しながら学べる国際色あふれるプログラム

海外留学・
グローバル実践科目

語学研修・交換留学・
インターンシップなど

グローバル
リーダーシップ

 科目

英語力養成
プログラム
（SPAcE）

全学共通科目
・英語科目 所属学部のカリキュラム

専門教育科目

語学力チェック
入学者一斉テスト

修了入学 選抜申請
４月中旬締め切り

コースでの学び

英語でのディスカッションや
プレゼンテーションを取り入
れたネイティブ教員中心の
授業で、海外留学に必要な
語学力を鍛錬。社会問題を
英語で議論。グローバルな
視野を身につける。

個々の学修計画に応じ
て多様な形式で、留学
やインターンシップ、国
際会議や国際交流に挑
戦してグローバルリー
ダーに不可欠な能力を
育む。

異文化とともに自分の国を知り、
SDGsに関連する多彩な授業で、
世界が抱える課題やグローバル
社会の在り方を学び、コミュニ
ケーション力を養う。

グローバル人材育成特別コース第９期生
グローバル・ディスカバリー・プログラム
2021年入学
愛媛大学附属高等学校出身
シェフィールド大学（イギリス）留学
One Young World Bath Caucus　　
バース大学（イギリス）に参加
One Young World2023ベルファスト　
大会に日本代表として参加
岡大メディアOTDや留学準備デスクの　
スタッフなど多数の活動に参加

　国際外交に関心が高く、海外留学やユースサミットを希望していた
私は、英語力を磨きながら、世界で起こる問題の背景やさまざまな
価値観や考え方を学べるカリキュラムに惹かれて、このコースなら自
分のやりたい学びや活動ができると思い選びました。
　実際に留学準備として役立つ授業も多く、例えば英語でディスカッ
ションする授業では、SDGsに関連する国際的な課題をテーマに、ネ
イティブの先生のフレンドリーな指導の下、留学を志す仲間たちと一
緒に意見を交わします。この経験によって、イギリスに留学した際には、
ためらうことなく自分の意見を述べることができました。
　世界中から学生が集まる留学生活では、議論だけに終わらず積極
的に行動に移す彼らから大きな刺激を受け、国際社会の一員としてア
クションを起こすことの重要性に気づかされました。そして留学で得
た学びや視点、取り組んできた活動の成果が実り、One Young 
World Summitへの参加へとつながりました。
　これからもコース生だからこそ得られた他学部の友人や卒業した先
輩方とのネットワークを活かしながら、自分の夢である「岡山から世
界へのアクション」を起こしていきたいです。

外国の友人たちと交流する留学生活は
刺激満載！自分の成長も実感！

OYWにて平和構築を語った講演者と
意気投合！

布　こころ

Nuno 
   Kokoro

グローバル人材育成特別コースで身につける！

豊かな な 思考
に活躍！



秦始皇兵馬俑博物館にて訪中団の友人と

第76回日米学生会議本会議「表現と規制」分科会
集合写真

　漠然と海外への憧れを抱きながらも、家にこもって欲望のままに過ごす日々に魅力を感じていた私に
とって、英語は一番の苦手科目でした。そんな大学入学時の自己分析を経て、「英語を習得せざるを得な
い環境に所属しなければ、４年後の自分が後悔する」という危機感が芽生え、このコースを希望しました。
　いざ大学生活が始まると、想像以上に自分の英語力の低さを痛感しました。そんな中、このコースで
出会った人々が様々な挑戦を経て輝く姿に刺激を受け、縁あって日米学生会議への挑戦を決意しました。
選考を経て参加した会議では、日々勢いよく流れ込む真新しい価値観によって、確固たると思っていた自
分の基準が何度も崩れ、再構築されていく感覚を味わいました。その中で、事象ごとに何を感じ、どん
な形で消化して自分に取り込むかが大切であることに気がつきました。そしてついに念願の海外にも飛び
出すことができました。最終的には実行委員としても活動し、約１年半もの間日米学生会議の一員として
貴重な時間を過ごしました。
　内向的生活を防止するための選択でしたが、今では
このコースでの稀有な経験が、未来の自分を確実に強く
していると実感しています。それは、日米学生会議をは
じめ、このコースに所属することで得た経験と出会いに
語学力以上のものを教えていただいたからだと思ってい
ます。海外で活躍する建築士を目指しているため、その
目標に向かって、今後も精進します。

コース出身者の活躍の場は
広がっています　
＜進路状況＞

外務省ほか官公庁、地方公務員、公立高等学校教員、病院、JICA、三井物産、川崎重工業、
日揮ホールディングス、住友化学、パナソニック、日本ヒューレット・パッカード、ヘルシンキ
大学大学院進学（フィンランド）、岡山大学ほか大学院進学など

グローバル人材育成特別コース第10期生
工学部
2022年入学
徳島県立城東高等学校出身

第75回日米学生会議（日本、台湾）に参加
第76回日米学生会議（日本、アメリカ）
実行委員として参加
国際労働機関（ILO）主催

『ILO Youth Congress』に参加

グローバル人材育成特別コース第10期生
教育学部
2022年入学
兵庫県立大学附属高等学校出身

CECセブ・ボランティアプログラム
（フィリピン）に参加
国際交流事業・対日理解促進交流プログ
ラム  JENESYS2023派遣プログラム

（シンガポール）に参加
岡山大学SDGｓアンバサダー

　国境を越えた学びと繋がりがグローバル人材育成特別コースにはあります。私はこのコースに所属し、
多くの貴重な経験をしてきました。提供される授業では、世界の抱える諸問題についてあらゆる角度から
議論を交わします。様々な学部の生徒が所属しているため、学部開講授業では得にくい、ユニークな視点
を得ることができます。
　学生同士の学びだけではありません。視野を広く持たれた先生方はもちろん、様々な分野で活躍されて
いる方を招いての講演形式の授業もあり、将来の目指したい姿をより具体的にイメージすることもできます。
ここで学ぶことで、今自分に何ができ、何をしたいのかを明確にすることができました。
　そして2024年度より学生団体「Global Project」を立ち上げ、現在は留学生を含む約20名で活動を
しています。きっかけは、海外の人と交流をする中で、異文化に触れる楽しさをもっと多くの人に感じても
らいたい、自文化に誇りを持ち、発信したいと思える共生社会
を創りたいと強く想うようになったからです。国同士の距離が
様々な意味で近くなっている今日、独自の言語や文化を失いつ
つある国も多くあると思います。違うものが混在するからこその
面白さを残したい。そう思ってくれる人が一人でも増えることを
願っています。「国境を越えて幸せを輸出入」が合言葉。
　今後もこのコースでの学びや人との繋がりを活かし、私たち
の目指す社会に向けてできることに挑戦していきたいです。

志田　夏音

Shida 
   Natsune

Yamashita
      Ayana

な視点でな 思考
世界が求める へ！

山下　彩奈



種　　類 金　　額 　（派遣地域等により金額は異なる） 主な応募条件等

岡山大学
海外派遣学生支援事業

奨学金

５万円または３万円
派遣期間90日以上の研究留学（大学院生）の場合

40万円または20万円
返還不要

他の奨学金との併給不可
（「研究留学」は併給可）

学業成績等の審査あり

日本学生支援機構
JASSO

海外留学支援制度

６～10万円／月（派遣地域により異なる）
渡航支援金： 16万円（一定の家計基準を満たす者）
　　　　　　 13万円（一定の派遣期間を満たす者）
　　　　　　※①②両方に該当する場合、①のみ
返還不要

成績・家計基準の
条件を満たす者

日本国籍もしくは
永住権を持つ者

留学プログラムごとに
大学から申請

※上記金額は予定です。変更になる場合があります。

留学を支援する奨学金制度

履修アドバイザー制度
　専任教員に加え、所属学部教員および教育推進機構英語系教員を履修アドバイザーとして配置し、専門教育
との両立や英語学習、留学に関する相談に応じるなど、コース生の学びをサポートします。

〒700-8530 岡山市北区津島中二丁目１番１号　岡山大学グローバル人材育成院（国際部留学交流課）
TEL:086-251-8569　E-mail:global@adm.okayama-u.ac.jp　URL:https://global.okayama-u.ac.jp


